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【プロジェクトの目的】 

 女性（特に主婦層）は、家事や子育てなどの家庭役割によって、一般におこなわれている長時

間・長期間のＩＴ講座へ参加できない場合が多い。本プロジェクトは、女性のためのＩＴ講座に

ついて検討し、現代の女性のニーズに応えたＩＴ能力向上の場を提供することを目的とする。 

 

 

【プロジェクト概要】 

目的； 女性のＩＴ利活用能力の現状把握と適切な講習計画 

方法； グループフォーカス・インタビュー（参加型問題解決調査法） 

   ⇒ ファシリテーターの質問に対して、参加者個人が考えを書き出し、その後、グループ

ワークによって意見を集約するタイプのインタビュー法で、KJ法や開発援助のためのPCM

（Project Cycle Management）などを、本目的にあわせてアレンジしたものである。個々

人が１枚の付箋紙に単文を書き出し、模造紙にグループ全員の付箋紙を貼りだして、類

似するものを集めるのが基本的な作業である。対象者同士が「問題」に「気付き」、自ら

が解決法を模索するのに役立つ方法である。 

対象； ＩＴ活用層のグレーゾーンに位置する方（IT への関心を持っているが使わなかったり抵

抗がある人）を調査対象とした。IT を積極的に活用する層には講座が必要ないし、反対

にブラックゾーン（IT 忌避層）に講座に対する関心をもたせるのは難しい。グレーゾー

ンは、背中をちょっと押してやることで IT活用層になりうるため、費用対効果が高い層

でもあり、調査対象として設定した。 

内容； ２問設定した。Q1；「IT」ときいて思うこと、Q2；どのような IT講座があればよいか。 

日程； （１）準備検討会、開催準備：８月 ～ ９月  

    （２）実 施       ：11 月～翌年２月  ３回実施（村山地区） 

    （３）考察及び報告書作成 ：１２月～翌年２月 



１．会議・インタビュー実施報告 

 

（１）準備検討会 

  グループフォーカス・インタビューの手法やその準備について、山形大学教育学部の河野銀子

氏に指導を仰ぎ、準備検討会を開催した。 

 

・第１回：平成 16年８月 25日（水）10:30～12:00 ウィンサポート山形事務所 

     インタビュー調査の手法、調査概要について 

 ・第２回：平成 16年９月 ９日（木）10:30～12:00 山大河野先生研究室 

      調査実施のための準備について 

 ・第３回：平成 16年 10 月 26 日（火）10:00～12:00 山形市男女共同参画センター「ファーラ」 

      調査シミュレーション、最終確認 

 

 

（２）実   施 

  インタビュー調査は、山形市男女共同参画センター「ファーラ」５階研修室において、下記の

３回に分けて実施した（第１回・第２回については、託児付）。なお、グループワークの結果を

＜＞に示したので、参照されたい。 

 

・第１回：平成 16年 11 月６日（土）10:00～12:00   

 【Ａグループ】20～30 代 ４名 （資料１－Ａ） 

【Ｂグループ】  40 代 ４名 （資料１－Ｂ） 

【Ｃグループ】50～60 代 ４名 （資料１－Ｃ） 

 

・第２回：平成 16年 11 月 27 日（土）10:00～12:00 

 【Ａグループ】20～30 代 ４名 （資料２－Ａ） 

【Ｂグループ】  40 代 ４名 （資料２－Ｂ） 

 

・第３回：平成 17年２月 19日（土）15:00～16:30 

 【Ｃグループ】50～60 代 ４名 （資料２－Ｃ）                計 24 名 

 

 

（３）考 察 会 

  調査結果をふまえ、考察会を開催した。 

 

 ・第１回：平成 17年３月９日（水）10:00～12:30 山大河野先生研究室 

 ・第２回：平成 17年 3月 25 日（金）10:30～12:30 ウィンサポート事務所 

 



２．調査結果 

 

 ３回に分けて実施した「グループフォーカス・インタビュー」では、２つの質問に対して個人作

業と共同作業をしてもらった。質問１は「ＩＴと聞いて思うものはどんなことか」、質問２は「ど

のようなＩＴ講座があればよいと思うか」であった。グループごとの結果は、資料に示したので、

以下ではそれをもとに結果の概要を述べる。 

 

 

（１）年代層での差異 

  今回の調査では、年代層別に班を分け、Ａグループを 20～30 代、Ｂグループを 40代、Ｃグル

ープを 50～60 代とした。高年代層よりも低年代層の方がＩＴに対して積極的ではないかという

予想があったのだが、実際には年代別での差異は感じられなかった。「低年代層が子育て世代で

もあり、家庭にいるとＩＴに触れ合う機会が少ない」、「高年代層は子育て等がひと段落して家庭

から一歩外に足を向けている世代であり、ＩＴにも積極的になることができる」という背景から、

むしろ高年代層の方がＩＴに触れ合う機会があるのではないかと思われる。 

 

（２）質問１「ＩＴと聞いて思うものは、どんなことか」 

年代に関わらず共通している回答として、良い評価も悪い評価もあった。前者は「便利」、後

者は「不安（抵抗）」「時間」「費用」に関することが多く挙げられた。 

  「不安（抵抗）」の内容は、「操作が難しそうで覚えられない」（資料２－１Ｂ①）、「横文字が

たくさん並んでいてわかりにくい」（資料２－１Ａ①）、「身近なようでわからない」（資料２－２

Ａ①）など、操作の難しさが原因のものと、「安心ができない」（資料２－２Ｃ①）、「ボタン１つ

の間違いで被害者になるかも」（資料２－１Ａ②）「仮想空間が面白くもあり怖くもある」（資料

２－２Ｂ①）などのＩＴ生活に対する不安が原因のものの２種類に分けられた。 

  「時間」については、「すごく時間がかかる」（資料２－１Ｂ②）、「費用」については「パソコ

ンにかかる経費がもっと安くなればいい」（資料２－１Ａ③）などの回答があった。時間やお金

をかけるほどの必要に迫られていないためであるとも思われるが、子育てや家事で忙しい時期に

経費や時間を割けない事情も伺える。 

ＩＴは便利であるという認識があるにもかかわらず、操作の難しさやＩＴに対する心理的抵抗、

時間やお金がかかるというマイナスイメージが消極的にさせていることがわかる。 

  しかし、「就職に必要な最低限の使い方を知りたい」（資料２－１Ａ⑤）、「仕事をする上で必要

不可欠なもの」（資料２－２Ａ②）など、将来的にはＩＴを覚えなければならないと感じている

回答もあり、必要に迫られた時にどのような形でＩＴの技術を習得することができるかが女性の

ＩＴ推進の鍵ではないだろうか。 

 

（３）質問２「どのようなＩＴ講座があればよいと思うか」 

この質問に対しても、年代に関わらず、「時間」「費用」「内容」についての回答が多かった。

例えば、「午前中だと出やすい」（資料２－１Ｂ③）、「無料講習会」（資料２－２Ｂ②）、「個人に

より求めているものが違うので、個別講習がよい」（資料２－１Ｃ②）などが挙げられた。 



  「費用」については、家計を逼迫することを嫌う主婦の考えとして「無料」を期待するのは妥

当と思われるが、必要性を感じれば無料でなくとも参加すると思われる。 

  「時間」については、乳幼児については託児が必要であること、幼稚園児以上の子を持つ場合

は子どもが帰宅する前の時間帯まで（午前中）の参加が可能であるためと思われる。 

  「内容」については、「主婦のパソコンサークルがよい」（資料２－２Ａ③）という回答から「学

校に行って基礎からきちんと学びたい」（資料２－１Ａ⑥）という回答まで、ニーズの多様性が

感じられる結果となった。 

また、質問１にも講座に対して参考になる意見があった。例えば、「子育て中でも通えるよう

な講座をやってほしい」（資料２－１Ａ④）というような講座の「形態」に関することや、講座

以前の問題として「自分のパソコンがない人のための、いつでも無料で使える場所があるとよい」

（２－１Ｃ①）などの回答がみられた。これらから、パソコンに触れる機会や場所がないためＩ

Ｔに触れられないという現状も、ＩＴから女性を遠ざけている一因ではないかと思われる。 

 

３．まとめ 

 以上の結果から、女性が ITから遠ざかっている主な要因として、「時間」「費用」「内容」「形態」

の４点があげられよう。したがって、現代の女性のニーズに応えた「女性のためのＩＴ講座」を計

画するにあたって、次のような観点が重要である。 

① 時間；平日午前中 

② 費用；無料または低料金であること 

③ 内容；多様なニーズ（レベルや目的）に合わせた内容 

④ 形態；少人数や個別対応 

 

女性がＩＴに対して、「操作の難しさ」や「ＩＴに対する不安」を感じていることは先に見たと

おりだが、こうしたことも③や④の中に想定して講座を計画する必要があるだろう。現在の無料講

座の多くは、２０名程度と比較的人数が多いため、たとえ無料であっても、心理的抵抗が大きい女

性には参加しにくいのが現状である。例えば、「パソコンをさわってみよう」というような心理的

抵抗を解消させる初歩的な講座を、少人数制で実施するなどの工夫は、女性のＩＴ推進に大きな意

味を持つであろう。 

 また、このグループフォーカス・インタビューの参加者から「自分がＩＴについてどう思ってい

るのかがわかって楽しかった」「ＩＴについてもうちょっと積極的になってみようかなと思った」

という感想もいただいた。ＩＴに対する認識を改めて見直すきっかけになったようである。 

 今回の調査では、対象者をグレーゾーンに設定し、幅広い年代層からＩＴに対する意識を聞くこ

とができた。この結果を次年度からのＩＴ推進活動に繋げていきたい。 

 

【ウーマンズ ＩＴスキルアップ促進検討プロジェクトメンバー】 

助言者  山形大学教育学部・教育社会学  助教授 河野 銀子  

Win SUPPORT 山形 ＩＴＰＪメンバー 

石山由美子、菅野美奈子、佐藤昌子、佐藤直子、服部暁美、玉木ひとみ、遠藤美江、海谷美樹 
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ら
必

要
な

こ
と

１
人

１
台

の
利

便
性

だ
と

も
っ

と
気

軽
に

さ
わ

れ
る

の
で

は
携

帯
の

よ
う

に
持

ち
歩

き
に

も
う

少
し

便
利

さ
が

欲
し

い

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

、
天

気
や

旅
行

な
ど

調
べ

る
と

き
使

う
だ

け
今

は
小

学
校

か
ら

教
え

て
い

る
の

だ
か

ら
、

１
家

に
１

台
、

国
で

支
給

す
る

。
家

に
な

い
の

で
は

、
何

の
た

め
に

学
校

で
し

て
い

る
か

分
か

ら
な

い
。

子
供

に
は

小
さ

い
う

ち
か

ら
習

得
し

て
ほ

し
い

と
切

に
思

う
（将

来
の

た
め

に
も

）

や
っ

て
み

る
と

楽
し

い
か

も
…

知
ら

な
い

と
人

間
関

係
が

挟
ま

る
よ

う
で

不
安

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
の

小
型

化
、

軽
量

化
、

低
料

金
化

が
普

及
の

条
件

で
は

？
(***)

迷
っ

た
時

に
、

す
ぐ

に
Ｈ

ｅｌｐ
で

き
る

人
が

い
る

と
…

テ
レ

ビ
で

見
た

「あ
る

あ
る

」な
ど

の
情

報
を

調
べ

る
女

性
（主

婦
）は

楽
し

み
な

が
ら

で
き

る
メ

リ
ッ

ト
は

あ
る

と
思

い
ま

す
。

（仕
事

で
い

や
い

や
さ

わ
る

の
と

ち
が

い
）

も
っ

と
勉

強
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

ネ
ッ

ト
で

の
買

い
物

も
し

た
い

が
、

な
ん

か
不

安

使
い

こ
な

す
為

に
具

体
的

に
ど

ん
な

こ
と

が
で

き
る

か
教

え
て

ほ
し

い

情
報

管
理

に
不

安
が

な
く
な

れ
ば

も
っ

と
気

楽
に

さ
わ

れ
そ

う
(**)

す
ぐ

に
印

刷
で

き
る

の
で

い
つ

で
も

で
き

る
と

。
情

報
を

得
る

こ
と

の
メ

リ
ッ

ト
は

感
じ

る
か

家
計

簿
な

ど
つ

け
た

い
と

思
っ

て
い

る

子
供

の
成

長
な

ど
も

、
グ

ラ
フ

に
す

る
と

お
も

し
ろ

い
か

も

ゲ
ー

ム

【利
用

し
な

い
理

由
】

時
間

を
た

く
さ

ん
さ

け
な

い
の

で
敬

遠
し

が
ち

覚
え

た
い

け
れ

ど
パ

ソ
コ

ン
を

開
く
（向

き
合

う
）時

間
が

嫁
に

は
な

い
か

な
？

何
の

略
だ

っ
け

？

ピ
ア

ノ
の

よ
う

に
指

を
な

め
ら

か
に

動
か

す
こ

と
が

、
自

分
に

は
無

理
と

あ
き

ら
め

状
態

主
婦

か
ら

の
デ

メ
リ

ッ
ト

時
間

を
気

に
せ

ず
パ

ソ
コ

ン
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
始

め
ら

れ
そ

う
(**)

す
ご

く
時

間
が

か
か

る

（時間）

ウ
ィ

ル
ス

な
ど

も
心

配
長

く
使

っ
て

い
る

と
目

が
悪

く
な

り
そ

う

家
に

い
る

時
間

が
な

い
と

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

は
意

味
が

な
い

市
の

ＩＴ
講

習
会

へ
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
が

す
っ

か
り

忘
れ

た
（操作）

パ
ソ

コ
ン

を
開

い
た

り
す

る
の

に
時

間
が

か
か

る
生

活
の

面
か

ら
お

金
が

か
か

り
そ

う

す
ぐ

忘
れ

て
し

ま
う

時
間

に
も

経
済

的
に

も
余

裕
が

な
い

と
で

き
な

い
(**)

操
作

が
難

し
そ

う
で

覚
え

ら
れ

な
い

種
類

が
多

す
ぎ

て
ど

れ
を

選
ん

だ
ら

よ
い

の
か

分
か

ら
な

い
時

間
的

に
も

っ
と

余
裕

が
あ

れ
ば

よ
い

金
銭

的
余

裕
覚

え
る

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

り
難

し
そ

う
（操

作
方

法
に

ま
ず

拒
否

反
応

）
（経

済
）

い
ろ

ん
な

事
を

や
っ

て
み

た
い

が
、

時
間

が
な

（直
線

枠
：問

１
　

二
重

線
枠

：問
２

）
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１
Ｃ

全
体

的
な

メ
リ

ッ
ト

講
習

会
便

利
さ

②

仕
事

不
便

さ

経
費

①

危
険

さ

格
差

　
老

後
を

暮
ら

す
上

で
IT

は
、

手
と

な
り

足
と

な
る

　
講

習
会

の
内

容
は

多
岐

に
わ

た
っ

た
方

が
い

い
　

　
マ

ン
ツ

ー
マ

ン
で

教
え

て
く
れ

る

　
　

自
分

専
用

の
パ

ソ
コ

ン
が

あ
れ

ば
よ

い
（*）

　
H

P
の

日
記

が
見

ら
れ

る
　

無
限

の
可

能
性

が
あ

る

　
高

度
な

仕
事

に
即

結
び

つ
く
内

容
が

よ
い

（**）
　

　
短

い
時

間
に

覚
え

ら
れ

る
と

よ
い

　
趣

味
に

用
い

る
　

友
達

が
出

来
る

　
買

い
物

が
で

き
る

　
自

分
の

世
界

が
広

が
る

　
　

個
人

に
よ

り
求

め
て

い
る

も
の

が
違

う
の

で
、

個
別

講
習

が
よ

い

　
美

味
し

い
お

店
が

探
せ

る
　

視
野

が
広

が
る

　
豊

富
な

情
報

　
困

っ
た

時
い

つ
で

も
電

話
相

談
で

き
る

所
が

あ
る

と
よ

い
　

も
っ

と
専

門
的

に
学

び
た

い

　
読

書
や

音
楽

が
聴

け
る

　
　

伝
達

が
早

く
、

世
界

が
小

さ
く
な

る

　
身

近
に

講
習

が
あ

れ
ば

よ
い

（***）
講

習
時

間
10：30～

15：30位
だ

と
無

理
が

な
い

　
世

界
の

情
報

を
家

に
居

な
が

ら
入

手
で

き
る

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

は
便

利

　
講

習
は

単
発

的
な

も
の

と
、

そ
こ

か
ら

発
展

さ
せ

て
い

く
も

の
が

あ
れ

ば
い

い
（*）

　
　

何
で

も
出

来
て

便
利

　
日

常
の

分
ら

な
い

事
を

探
す

辞
典

に
な

る
（*）

ト
ラ

ブ
ル

を
解

決
す

る
講

習
が

ほ
し

い
無

料
だ

と
理

想
的

　
覚

え
て

し
ま

え
ば

仕
事

も
で

き
る

様
に

な
る

か
も

　
　

な
ぜ

IT
が

必
要

な
の

か
、

自
分

は
そ

れ
で

何
を

し
た

い
の

か
、

し
っ

か
り

目
標

を
持

つ
事

が
必

要
　

講
習

を
受

講
後

、
仕

事
に

つ
な

が
る

と
い

い
（*）

使
い

方
が

簡
単

な
、

シ
ン

プ
ル

操
作

だ
と

よ
い

（*）
長

時
間

使
う

と
目

が
悪

く
な

る

　
　

年
齢

的
に

覚
え

ら
れ

る
か

不
安

　
　

利
用

し
て

い
る

機
能

は
1％

以
下

　
　

自
分

の
パ

ソ
コ

ン
が

な
い

人
の

為
の

、
い

つ
で

も
無

料
で

使
え

る
場

所
が

あ
る

と
よ

い
仕

事
が

な
い

　
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
パ

ソ
コ

ン
が

、
発

売
さ

れ
て

ほ
し

い

　
　

持
ち

運
び

が
楽

な
小

型
化

だ
と

便
利

（*）
　

高
齢

者
に

も
パ

ソ
コ

ン
の

仕
事

が
あ

れ
ば

よ
い

機
械

に
若

干
興

味
は

あ
る

が
、

覚
え

る
の

が
億

劫
　

簡
単

に
使

い
こ

な
せ

な
い

一
家

に
一

台
国

で
配

布
す

る
　

　
　

仕
事

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
分

ら
な

い

　
　

小
型

で
安

い
製

品
を

使
い

た
い

　
　

情
報

が
多

く
煩

わ
し

い

安
く
て

気
軽

に
説

明
書

付
で

リ
ー

ス
で

き
る

と
よ

い

　
使

い
方

が
困

難
だ

か
ら

、
携

帯
電

話
や

電
卓

の
様

に
な

っ
て

ほ
し

い

     パ
ソ

コ
ン

の
購

入
代

、
毎

月
の

使
用

代
、

講
習

代
等

大
変

そ
う

　
検

索
で

言
葉

を
入

れ
る

の
も

難
し

く
、

目
的

の
所

ま
で

辿
り

着
け

な
い

　
　

　
　

万
全

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
が

ほ
し

い
（**）

　
危

険
が

な
く
な

れ
ば

よ
い

IT
と

人
間

の
関

わ
り

　
　

利
用

で
き

な
い

人
は

、
情

報
が

少
な

く
な

る
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
等

は
危

険
を

は
ら

ん
で

い
る

　
所

詮
は

道
具

だ
か

ら
、

「パ
ソ

コ
ン

は
絶

対
に

必
要

な
も

の
」と

い
う

認
識

を
変

え
る

（**）

　
　

　
便

利
さ

の
中

の
危

険

　
　

日
本

の
国

は
将

来
、

IT
で

ど
う

い
う

国
に

し
よ

う
と

思
っ

て
い

る
の

か
を

知
り

た
い

（***）

メ
ー

ル
は

一
方

方
向

な
の

で
返

事
が

す
ぐ

来
な

い
と

寂
し

い
チ

ャ
ッ

ト
は

相
手

が
本

気
で

話
さ

な
い

か
ら

危
険

（直
線

枠
：問

１
　

二
重

線
枠

：問
２

）
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２
Ａ

②

③
情

報

時
間

①

　 メ
リ

ッ
ト

不
安

要
素

使
い

方
を

マ
ス

タ
ー

す
れ

ば
色

ん
な

夢
を

見
ら

れ
実

現
可

能
な

ド
ラ

え
も

ん
の

道
具

の
よ

う
な

　
　

未
来

の
生

活
が

豊
か

で
便

利
に

な
る

印
象

　
ニ

ュ
ー

ス
等

で
聞

く
と

自
分

の
分

か
ら

な
い

所
で

情
報

が
洩

れ
て

い
る

よ
う

で
不

安
　

個
人

情
報

の
管

理
と

か
自

分
の

知
ら

な
い

所
で

、
い

つ
の

間
に

か
恐

ろ
し

い
事

に
な

り
そ

う
な

不
安

が
あ

る
（*）

今
は

学
校

で
教

え
て

も
ら

い
、

卒
業

す
る

時
に

は
み

ん
な

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
も

の
仕

事
を

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
な

も
の

Y
ahooで

情
報

洩
れ

の
事

件
が

あ
っ

た
時

Y
ahooか

ら
「こ

の
よ

う
な

事
は

ど
こ

の
会

社
で

も
多

少
あ

る
事

」と
言

わ
れ

　
お

金
が

か
か

る
。

通
信

す
る

に
も

道
具

を
揃

え
る

に
し

て
も

、
よ

く
考

え
て

み
る

必
要

が
あ

り
そ

う

ウ
イ

ル
ス

が
怖

い
　

料
金

が
よ

く
分

か
ら

な
い

　
一

瞬
に

し
て

画
面

が
消

え
な

け
れ

ば
不

安
は

な
く
な

る
パ

ソ
コ

ン
講

座

　
基

本
的

な
操

作
か

ら
段

階
を

お
っ

て
教

え
て

も
ら

え
る

機
会

が
ほ

し
い

パ
ソ

コ
ン

を
教

え
て

く
れ

る
無

料
教

室
が

も
っ

と
あ

る
と

良
い

（**）

必
　

要
　

性
　

身
近

に
教

え
て

く
れ

る
人

が
ほ

し
い

（****）
主

婦
の

パ
ソ

コ
ン

サ
ー

ク
ル

と
か

あ
れ

ば
良

い

パ
ソ

コ
ン

教
室

に
行

っ
た

が
一

回
千

円
で

、
お

金
が

続
か

な
か

っ
た

　
常

に
す

ぐ
使

え
る

よ
う

に
し

て
お

く

　
市

報
と

か
に

面
白

い
H

P
、

工
夫

し
た

使
い

方
を

紹
介

し
て

ほ
し

い
（*）

怖
い

事
が

多
い

の
で

、
市

や
県

で
管

理
し

て
い

る
パ

ソ
コ

ン
情

報
の

発
信

を
お

願
い

し
た

い
（*）

　
　

家
に

パ
ソ

コ
ン

が
あ

れ
ば

（**）
　

わ
か

ら
な

い
時

、
そ

こ
に

行
け

ば
い

つ
で

も
親

切
に

教
え

て
く
れ

る
よ

う
な

場
所

が
ほ

し
い

　
情

報
を

や
り

取
り

で
き

る
M

Lを
も

っ
と

身
近

に
普

及
さ

せ
て

ほ
し

い
主

婦
個

人
の

H
P

を
一

括
し

て
見

ら
れ

る
様

、
大

き
な

H
P

で
リ

ン
ク

を
ま

と
め

て
ほ

し
い

　
必

要
が

あ
れ

ば

　
　

P
C

の
英

数
文

字
が

日
本

語
な

ら
分

か
り

や
す

い
と

思
う

（*）

　
ア

ク
セ

ス
す

る
と

、
プ

レ
ゼ

ン
ト

や
無

料
講

座
が

付
い

て
く
る

と
良

い
身

近
な

情
報

の
交

換
収

集
が

で
き

る
H

P
を

増
や

し
て

欲
し

い
　

も
っ

と
簡

単
で

使
い

や
す

く
な

れ
ば

無
料

で
的

を
絞

っ
た

講
座

を
受

講
し

た
い

。
C

A
D

、
Javaな

ど
具

体
的

に
　

わ
か

ら
な

い
時

す
ぐ

に
聞

け
る

人
が

身
近

に
い

れ
ば

良
い

学
校

に
行

き
た

い
け

ど
高

く
て

行
け

な
い

　
使

い
方

を
お

ぼ
え

る
（*）

パ
ソ

コ
ン

教
室

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
沿

っ
て

進
む

の
で

、
習

っ
た

事
が

現
在

必
要

な
い

と
、

す
ぐ

忘
れ

て
し

ま
う

人
　

間
　

性

　
情

報
が

豊
か

に
な

る
反

面
、

人
と

の
繋

が
り

が
薄

く
な

る
パ

ソ
コ

ン
に

向
か

う
自

分
の

時
間

が
ほ

し
い

（*）
　

　
　

P
C

ば
か

り
使

っ
て

い
る

と
、

字
が

わ
か

ら
な

く
な

る
わ

か
ら

な
い

事

　
　

五
感

を
働

か
せ

る
事

が
な

く
な

る
パ

ソ
コ

ン
に

沢
山

触
る

IT
と

よ
く耳

に
す

る
が

つ
い

て
い

け
な

い
身

近
な

よ
う

で
わ

か
ら

な
い

　
　

範
囲

が
広

く
て

奥
が

深
い

。
覚

え
る

の
が

大
変

で
分

か
り

に
く
い

事
が

多
い

　
イ

メ
ー

ジ
　

普
通

の
生

活
で

必
ず

必
要

な
も

の
で

は
な

い
。

無
く
て

も
ど

う
に

か
な

る
け

ど
興

味
が

な
け

れ
ば

そ
の

価
値

も
分

か
ら

な
い

（**）
資

金
面

　
　

　
パ

ソ
コ

ン
や

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
　

　
料

金
シ

ス
テ

ム
が

理
解

で
き

れ
ば

　
最

新
の

物
に

買
い

換
え

る
　

　
必

要
は

感
じ

て
お

り
便

利
だ

と
思

う
が

難
し

く
て

使
い

こ
な

せ
な

い
ニ

ュ
ー

ス
で

よ
く
耳

に
す

る
言

葉
　

購
入

資
金

が
ほ

し
い

（***）
　

不
用

品
を

安
く
譲

り
合

え
る

シ
ス

テ
ム

が
ほ

し
い

　
　

　
横

文
字

が
多

い
の

で
、

分
か

り
や

す
い

表
現

だ
と

使
っ

て
み

よ
う

と
思

う

　
も

う
一

台
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

を
買

い
、

持
ち

歩
け

る
様

に
す

る
　

ど
ん

な
も

の
を

買
っ

た
ら

良
い

か
、

教
え

て
く
れ

る
人

が
ほ

し
い

（**）

メ
モ

リ
ー

を
増

や
す

　
パ

ソ
コ

ン
の

レ
ン

タ
ル

。
デ

ジ
カ

メ
や

ス
キ

ャ
ナ

ー
も

（***）
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
は

ど
こ

が
良

い
か

、
こ

ん
な

料
金

プ
ラ

ン
が

お
勧

め
と

か
知

り
た

い

（直
線

枠
：問

１
　

二
重

線
枠

：問
２

）
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冷
た

い
　

　
　

　

便
利

便
利

便
利

便
利

　
　

　

　
①

　
　

　
　

　
　

　
　

②

　
時

間
帯

・レ
ベ

ル
が

多
様

な
無

料
講

習
会

　

　　
　

　
　

子
ど

も
達

が
学

校
教

育
の

場
で

も
っ

と
学

ぶ
こ

と
が

で
き

れ
ば

よ
い

(*)
積

極
的

に
勉

強
す

る

お
年

寄
り

や
障

害
者

も
講

習
会

等
で

普
及

を
図

る
料

金
　

パ
ソ

コ
ン

が
各

戸
1台

以
上

普
及

し
て

、
そ

れ
が

更
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
つ

な
が

れ
ば

よ
い

常
に

進
歩

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

無
限

大
最

先
端

無
限

大
仮

想
空

間
が

面
白

く
も

あ
り

怖
く
も

あ
る

　
可

能
性

が
無

限
大

可
能

性
が

広
が

る
老

人
や

体
が

不
自

由
な

人
ほ

ど
活

用
の

し
が

い
が

あ
る

操
作

を
間

違
え

た
時

フ
ァ

イ
ル

や
デ

ー
タ

が

楽
し

い
不

安

楽
し

い
面

白
い

壊
れ

た
ら

大
変

危
う

い
も

の

冷
た

い
　

簡
単

合
理

的
実

は
身

近
な

も
の

冷
た

い

カ
ッ

コ
イ

イ
便

利
機

械
的

ス
マ

ー
ト

　
格

好
い

い
家

に
い

て
仕

事
も

買
い

物
も

で
き

る
情

報
を

広
く
取

り
入

れ
ら

れ
る

メ
ー

ル
等

読
む

時
、

相
手

の
思

い
・個

性
が

伝
わ

っ
て

く
る

。
文

章
力

・思
い

を
大

切
に

し
て

い
る

　
IT

に
支

配
さ

れ
た

ら
怖

い

一
瞬

で
消

え
る

の
が

い
や

面
倒

技
術

が
必

要
？

使
え

る
人

は
え

ら
い

環
境

わ
か

り
に

く
い

面
倒

く
さ

い
難

し
い

気
軽

に
質

問
で

き
る

人
が

身
近

に
い

れ
ば

よ
い

(*)
教

え
て

く
れ

る
人

が
身

近
に

い
れ

ば
よ

い
(*)

　
　

予
想

外
の

反
応

の
時

は
面

倒
だ

と
感

じ
る

友
人

に
使

っ
て

い
る

人
が

多
く
い

れ
ば

、
共

通
の

話
題

が
あ

っ
た

り
教

え
合

っ
た

り
で

き
る

(*)
　

何
の

略
語

？

ど
こ

で
も

パ
ソ

コ
ン

が
見

れ
る

環
境

全
て

の
お

店
が

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
O

K
に

な
る

(*)
　

安
い

パ
ソ

コ
ン

(**)
安

い
ソ

フ
ト

(***)
安

い
本

の
出

版
(*)

無
料

講
習

会
(****)

欲
し

い
ソ

フ
ト

が
安

価
で

買
え

れ
ば

よ
い

講
習

パ
ソ

コ
ン

の
価

格
が

も
っ

と
安

価
に

な
れ

ば
よ

い
パ

ソ
コ

ン
教

室
の

料
金

が
安

け
れ

ば
、

多
く
の

人
が

受
講

で
き

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
パ

ソ
コ

ン
の

値
段

が
安

く
な

れ
ば

よ
い

（2台
目

が
欲

し
い

）

　

学
校

教
育

の
場

に
も

っ
と

取
り

入
れ

る
怖

が
ら

ず
ま

ず
い

じ
っ

て
み

る
(*)

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

料
金

を
安

く
(*)

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
料

金
を

安
く
(*)

個
別

指
導

の
パ

ソ
コ

ン
教

室
が

あ
れ

ば
よ

い
(**)

知
識

や
技

術
が

上
が

れ
ば

利
用

頻
度

も
上

が
る

（直
線

枠
：問

１
　

二
重

線
枠

：問
２

）
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Ｃ

つ
か

い
か

た

①

必
要

な
し

一
面

困
る

(**)

犯罪と規制

犯
罪

(****)
扱

い
注

意
(*)

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
(*)

気
分

に
よ

り
不

出
に

な
る

規
制

(**)
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
予

想
外

の
サ

イ
ト

に
い

く
と

困
る

(*)
安

心
が

で
き

な
い

持
っ

て
い

な
い

接
続

し
て

い
る

用
語

等
、

日
本

語
で

の
意

味
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

検
索

エ
ン

ジ
ン

が
簡

単
に

便
利

で
よ

い
で

し
ょ

う
が

操
作

が
わ

か
ら

な
い

企
業

側
の

で
は

な
く

、
個

人
向

け
の

ニ
ー

ズ
に

あ
わ

せ
て

ほ
し

い

簡
単

操
作

娘
に

頼
っ

て
い

る
検

索
情

報
使

用
法

の
統

一
（機

種
）(*)

便
利

だ
が

、
む

ず
か

し
い

こ
と

携
帯

の
相

手
番

号
表

示
よ

い
点

と
悪

い
点

あ
り

未
熟

使
え

ば
便

利
と

は
必

ず
し

も
言

え
な

い

携
帯

電
話

に
カ

メ
ラ

は
い

ら
な

い

機
種

に
よ

っ
て

使
い

方
が

変
わ

る
の

は
ど

う
か

し
ら

？
す

べ
て

に
お

い
て

よ
り

簡
単

に
(*)

業者もうかる

ＩＴ
長

者
新

し
い

も
の

が
ほ

し
く
な

る

機
種

の
安

価
安

価

青
年

実
業

家
安

価
に

な
れ

ば
い

い
(*)

便
利

高
い

女
優

通
話

料
の

安
さ

リ
ピ

ー
ト

、
修

正
に

は
便

利
早

く
て

何
で

も
わ

か
る

わ
か

ら
な

い
特

に
わ

か
ら

な
い

ＩＴ
お

金
も

う
け

で
き

そ
う

処
理

す
る

の
が

大
変

(お
金

)
情

報
入

手
に

は
、

絶
対

必
要

に
な

っ
て

き
た

便
利

（×
４

枚
）

便
利

で
よ

い
が

今
は

必
要

な
し

メール

必
要

（×
２

枚
）

メ
ー

ル
で

は
言

葉
を

選
ぶ

(*)
メ

ー
ル

の
こ

と
ば

が
む

ず
か

し
い

メ
ー

ル
直

接
会

う
回

数
が

少
な

く
て

済
む

(*)

メ
ー

ル
が

な
い

と
仕

事
が

で
き

な
い

(**)

日
用

品
使

っ
て

い
る

特
に

必
要

な
し

必
要

不
可

欠
電

話
帳

い
ら

ず
(*)

水
に

ぬ
れ

る
と

こ
わ

れ
る

特
に

な
し

水
に

お
と

す
と

使
え

な
く
な

る
な

い
と

不
便

（直
線

枠
：問

１
　

二
重

線
枠

：問
２

）


